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 PDF 作成方法（office系）
初めに
Microsoft Office系のアプリケーションは、RGBカラーの仕様なので仕上がりの色味が画面上のカラーとは異なります。
あらかじめご了承ください。
当社はJapan Color 2001 Coatedに準じて「CMYK」プロセスカラーに自動変換させていただきます。
このため意図した色味と仕上がりの色味が異なる場合がありますのでご注意下さい。
Adobe Acrobat をお持ちの方は、Adobe PDF 作成方法ページ（P10）をお読み下さい。
お持ちでない方は、Primo PDF 作成方法ページをお読み下さい。

Primo PDF は PDF 無料作成ソフトです。
http://www.xlsoft.com/jp/products/primopdf/index.html

よりダウンロードが可能です。

Primo PDF ダウンロード
トップページよりダウンロードを選択。

FreewarePrimoSetup.ja.exe というファイルがデスクトップ、もしくはマイドキュメントにダウンロードされます。



Primo PDF インストール
ダウンロードされたファイルをダブルクリッして下さい。
インストール画面がでますので、次へを選択して下さい。

使用許諾契約で、同意し次へを選択して下さい。
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次へを選択して下さい。

インストール準備の完了です。
次へを選択しインストールを開始して下さい。
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インストール中です。

ユーザー情報の登録フォームです。
必要と思われる所は入力して下さい。入力しなくても可能です。
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インストールの完了です。
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Primo PDF 作成方法

ファイルメニューより「印刷」を選択。

プリンタ名で「Primo PDF」を選択します。

プリプレスを選択します。

※プリプレスを選択することにより、高品質で、使用しているフォントが全て埋め込まれた PDF を作成する事ができます。
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ファイルの保存先を選択します。

作成する PDF に名前を付けます。

※ファイルの保存先とファイル名を指定しなければ、ファイル名が英数字のみ（2進）のファイル名になってしまいます。
（例_4D6963726F736F667420576F7264202D2093FC8ED088C493E08DB782B591D682A68CB48D652E_）
ファイルの保存先とファイル名を指定をすることによって文字化け等が発生しにくくなります。
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PDF を作成します。

PDF の確認

イメージ通りか出来上がった PDF を確認する。
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塗り足し
写真やオブジェクトが仕上りサイズまで来る場合、微妙な用紙のズレや断裁時のズレにより白場が見えてしまう事があり
ます。それを防ぐため、仕上りのサイズより外側に上下左右 3mm 程、余分に写真やオブジェクトの幅を広げておく必
要があります。この部分を「塗り足し」といいます。Microsoft Office 系のアプリケーションは、塗り足しの概念が存在
しませんので、当社にて塗り足しが必要だと思われデータは 101 〜 102％に拡大させていただきます。

※断裁時の僅かな位置ズレにより、印刷仕上り範囲付近にある文字やデザインは切れてしまう可能性があります。　
　切れては困る文字やデザインは印刷仕上り範囲より 2 ～ 3mm 程内側で作成して下さい

NG OK

仕上りサイズでデータができている。
断裁時白が出てしまうおそれがあり。

左のデータ 102％拡大
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Adobe PDF 作成方法
ファイルメニューより「印刷」を選択。
プリンタ名で「Adobe PDF」を選択し、プロパティを選択します。

Adobe PDF 設定
PDF/X-1a2001（日本）を選択します。

※PDF/X-1a（PDFX＝Portable Document Format eXchange）とはISOで定めた規格で、従来の印刷工程の内容を
　特に重視した規格になっています。
　PDF/X-1aのデータは文字化けの可能性が少ない、すべての実画像が埋め込まれていて、リンク切れなどによる
　トラブルがなくなり、RGBなどからCMYKへの変換をしなくても良くなる、ネイティブファイルで入稿いただくより
　安心できるデータです。

① ②
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PDF/X-1a2001（日本）を選択出来ない場合、プレス品質を選択します。

作成する PDF に名前を付けます。
プレス品質でも、高品質で、使用しているフォントが全て埋め込まれた PDF を作成する事ができます。
上記設定で PDF を作成して下さい。

PDF の確認

イメージ通りか出来上がった PDF を確認する。



12

塗り足し
写真やオブジェクトが仕上りサイズまで来る場合、微妙な用紙のズレや断裁時のズレにより白場が見えてしまう事があり
ます。それを防ぐため、仕上りのサイズより外側に上下左右 3mm 程、余分に写真やオブジェクトの幅を広げておく必
要があります。この部分を「塗り足し」といいます。Microsoft Office 系のアプリケーションは、塗り足しの概念が存在
しませんので、当社にて塗り足しが必要だと思われデータは 101 〜 102％に拡大させていただきます。

※断裁時の僅かな位置ズレにより、印刷仕上り範囲付近にある文字やデザインは切れてしまう可能性があります。　
　切れては困る文字やデザインは印刷仕上り範囲より 2 ～ 3mm 程内側で作成して下さい

NG OK

仕上りサイズでデータができている。
断裁時白が出てしまうおそれがあり。

左のデータ 102％拡大



PowerPoint の書類設定の注意点

PowerPoint のスライドのサイズ指定は印刷サイズです。

幅×高さ指定がページサイズ指定です。

上記設定では、上下左右に約 10mm の白枠が出来てしまいますので、意図したイメージと違ったものになりかねません
ので、スライドのサイズと幅×高さが同じになるように印刷プレビュー等で確認しながら書類設定して下さい。
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